
 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 

 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７２ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

諸事情から原籍学級の学習や諸活動に参加できない生徒や、欠席が長期化している生徒に、

学級担任・教科担当者（学習支援者）・支援教室担当者・スクールカウンセラー等が協力して、

組織的・計画的に個に応じた指導や支援をすることによって、居場所の保障をして、社会的自立

（学校・学級復帰を含む）に向けた支援の場となることを目的とする。 

個別の学習に加え、教室から一方

向型オンライン授業を配信してい

る。教室で配付される授業プリント

を利用し、同じ内容の授業展開を行

っている。時折、チャット機能やリ

アクション機能を活用し、生徒の反

応を見る場面もある。 

また、授業以外にも学活や休み時

間もオンラインでつなぎ、学級の様

子や友人との交流を図る場面を作

っている。 

 

○校内支援担当が生徒指導会議に参加し、職員間の情報交換を密にすることによって、共通理

解のもと協働して通級している生徒の実態に合わせて効果的な支援を行うことができた。  

○スクールカウンセラー等、教職員以外の職員が関わることにより、子供たちや家庭・保護者

の不安に対し、同じ考え方や姿勢での支援に向かうことができた。 

 

学習活動だけでなく、会話や作業・軽スポーツ

やゲームなどでコミュニケーションをできる限

り多く図るようにしている。（共同スペース） 

○不登校の要因が多様化・複雑化 
発達上の課題や家庭環境、親子関係に大きな課題があり、校内支援教室だけでは支援 
の見通しが立たない場合もある。保護者や在籍校との連携を更に深めると共に、関係 
機関とも密に連携しながら、見通しをもった支援ができるよう取組んでいく。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成 21 年 4 月       ・児童生徒数 446 名  

・校内教育支援センター登録者数  8 名  ・利用者数（常時） 6 名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  授業担当者 13 名（校内教育支援担当 1 名） 

その他の教員も担任を中心として全教員で係るような体制を取っています。 

・利用するまでの流れ 

 ① 入級対象者は原則として生徒指導部で検討し、校長が最終決定を行う。 

② 入級に際しては、校長と当該生徒または保護者で面談を行い、保護者に「同意書」の提出をお願いする。 

 ③ 緊急の場合は、生徒指導部での検討前に、管理職・学年主任・学級担任・支援教室担当者の協議で一時的に 

入級する場合がある。 

・ICT の活用の有無 （有） ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有（ 1 名） 

 Teams を活用して所属学級の授業等の配信を行っている。 

支
援
方
針 

共同スペース 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７３ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 ほぼ毎日、オアシス教室に登校している生徒もいるが、毎日来られない生徒に対しては、

学級担任と確認をしたり、家庭訪問をしたりと本人の現状把握に努めている。また、学級担

任、生徒、オアシス担当の繋がりを積み重ねることで、安心して過ごせるように登校した日

は下校時にファイルを提出して、一日の状況のやりとりを継続している。 

普通教室と同じように最新の状態で掲示

物の掲示をしている。また、各学年の学習進

度状況を定期的に更新して掲示すること

で、通級生徒が学習内容の確認や自学を進

める上での参考になるようにしている。 

登校してきたら、その日はどのよう

に学習を進めていくか、下校時間はど

うするか自己決定して、スケジュール

を立てられるようにしている。 

 一日のスケジュール、行事や試験の参加など、本人の自己決定をする場面では本人の意思

を尊重して取り組ませている。無理のない範囲で参加することで、昨年度より行事に参加し

たり、試験を受けることで評価材料を残したりと、頑張った足跡を残せるようになった生徒

がいる。また、今年度前半ほぼ欠席であった生徒で、毎日継続して登校するようになった者

もいる。 

オアシス通級生徒が学級担任と関わる機会が担任裁量によるところが多く、学級ごとにバ

ラつきが見られる。生徒の状況確認や連絡・提出物、学級での取り組み事等の確認・連絡を

することで生徒自身がより安心して学校に通えるように、毎週 1 回以上は関わる時間の確保

を学級担任にお願いする必要がある。 
 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成 14 年 4 月       ・児童生徒数    690 名  

・校内教育支援センター登録者数   8 名 ・利用者数（常時）5 名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  10 名（支援員等 0 名） 

・利用するまでの流れ 
 学級担任や学年主任から管理職へ報告後に校内支援センター担当教員に連絡し、オアシス教室で

のおためしを１か月程行い、その後本人、保護者に入級する意思の確認がとれたら、校長の承認を得

て入室とする。 

 

・ICT の活用の有無 有    ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 

 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７４ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 諸事情から原籍学級の学習や諸活動に参加できない生徒や、欠席が長期化している

生徒に、学級担任・教科担当者（学習支援者）・支援教室担当者・スクールカウンセラ

ー等が協力して、組織的・計画的に個に応じた指導や支援をすることによって、居場所

の保障をして、社会的自立に向けた支援の場となることを目的とする。 

技能教科で、作品の提出ができるものは、道具を

教科担当から借りて、教室で制作を行っている。 

＜工夫点＞ 

教科担当の空き時間に作品の様子や改善点を確

認している。 

オンラインで各クラスの授業を配

信してもらい、別室でも授業に参加で

きるようにしている。 
＜工夫点＞ 
授業内で使うプリントは事前に預

かったり、授業中にチャットや様子を

見たりして、授業者と担当者で連携し

て対応している。授業者に余裕のある

ときは、生徒自身とチャットでやり取

りしながら、不明な点がないか確認し

ている。 

 自分の意見が言えない生徒が多かったが、作業や生活をしていく中で、自分のわからない

ところに気づけるようになってきた。また、気持ちの説明まではできなくとも、なんとなく

の感覚を伝えたり、気になっていることを伝えたりできるようになった。オンラインの授業

ではチャットで担当の教員と話すこともあり、文章でのやり取りもきちんとした言葉で伝

えられている。 

支援教室の目の前にある花壇で、花を育てたり、教

室内で金魚やメダカといった生き物を飼ったりするこ

とで、生物への尊さを実感できるようにしている。 

＜工夫点＞ 

餌をあげる時間や、掃除のタイミングは生徒たちに

決めてもらい、意見を多く取り入れるようにしている。 

担任や養護教諭、SC と連携して対応に当たっているが、3 学年の利用人数が多く、受験校

や能力も個々に差があるため、空き時間の教員が対応することがある。さらに、受験に向け

て動き出すようになってから、2 学年の生徒が「話したいけどタイミングがない」と感じる

ことが増え、その対応にも学年の教員が当たっている。担当教員のスキルアップだけでなく、

連携できる人員と、どのように教員の負担にならないようにしていくかも課題である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和 5 年 4 月       ・児童生徒数 301 名  

・校内教育支援センター登録者数  8 名  ・利用者数（常時） 4 名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  授業担当者 6 名（支援員等 0 名） 

その他の教員も担任を中心として全教員で係るような体制を取っています。 

・利用するまでの流れ 

 ① 入級対象者は原則として生徒指導部で検討し、校長が最終決定を行う。 

② 入級に際しては、校長と当該生徒または保護者で面談を行い、保護者に「同意書」の提出をお願いする。 

 ③ 緊急の場合は，生徒指導部での検討前に、管理職・学年主任・学級担任・支援教室担当者の協議で一時的に 

入級する場合がある。 

・ICT の活用の有無 有           ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無 

 Teams を活用して所属学級の授業の配信を行っている。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７５ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

原籍学級の学習や諸活動に参加できない生徒や、欠席が長期化している生徒に寄り

添い、ニーズに応じて組織的・計画的に個に応じた支援をすることによって、校内の居

場所を保障をして、社会的自立（学校・学級復帰を含む）を図る。 

 

背面黒板に、自分自身で決

定できるようにその一日の過

ごし方をカードを用いて掲示

する。また、支援センターに登

校しても、原籍学級の授業に

参加することや、給食を教室

で食べることが選択できる。

自己決定の場面を多く設定

し、自己指導能力を高めるた

めの工夫をしている。 

一日の終わりに、その日の活動内容と感想を記

録している。感想用紙はファイルに綴じ、担任が毎

日必ず確認し、コメントを記入することや直接本

人と話をする場面を設定し、学級の大切な一員で

あることを感じさせている。 

校内教育支援センターについて、新しいマニュアルを作成し、運用を開始した。特に、本

人だけでなく保護者との合意形成を図るために、センターを利用する場合は申請書を提出

するようにした。また、保護者、当該生徒本人と校長の面談を実施することで、センターで

のサポートの内容や学習指導及び評価について合意形成を図り、家族と協働した支援を推

進している。 

年度当初よりも校内教育支援センターを利用する生徒が増えた。また、長期欠席生徒も増加

している。センターがあることにより、登校することが可能な生徒もいる。センターが登校で

きていない生徒・家庭と学校とをつなぐ役割を果たすよう、生徒・保護者への周知を図ってい

く。また、センターの運用と、個に応じた支援のあり方について職員の共通理解を図る。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和２年 ４月       ・児童生徒数 ４４０名  

・校内教育支援センター登録者数 １２名 ・利用者数（常時）５名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  ８名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 
 ・体験利用等は本人や保護者の申し出により随時利用できる。   

 ・正式に利用する場合は申請書を提出し、校長との面談を実施する。家庭との合意形成を図った上 

で、利用を開始する。 

・ICT の活用の有無 有   ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有（２名） 

原籍学級の授業を teams を使用してオンラインで参加している。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７６ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

諸事情から在籍学級の学習や諸活動に参加できない生徒や、欠席が長期化して
いる生徒に、学級担任・教科担当者（学習支援者）・支援室担当者・スクールカ
ウンセラー（以下「ＳＣ」）等が協力して、組織的・計画的に個に応じた指導や
支援をすることによって、「居場所」の保障をして、社会的自立（学校・学級復
帰を含む）に向けた支援の場となることを目的とする。 

 

登校しぶりで不登校になりつつ

あったが、主任、担任、保護者との

ケース会議を開き、本人に何ができ

るかを考えた。その中で無理せず自

分を表現できる場面を多く取り入

れることとし、SC との関わりを保

ちながら、校内教育支援センターへ

の通学を軸に、行事等へも参加でき

るようになった。 

登下校時刻及び遅刻早退について 
○原則として、本校の日課表に従う。ただし、登校時刻と下校
時刻については申請することができる。 

○目標登下校の時間は年度の途中でも何回でも変更すること 
ができる。 
○支援室体験中は、「遅刻」の扱いをしない。 

○「遅刻」及び「早退」は、各自の目標時刻に対して決定され
る。 

 登校しぶりの生徒が登下校の時間を意識するようになった。また、保護者が抱いている

「学校へ絶対に行かなければならない」という気持ちに柔軟性を持たせられるようになっ

た。そのような形で子どもに接することで家庭内でのゆとりが生まれ、良い影響を与えてい

る。それを踏まえて、生徒に合わせた学習活動を行うことで、少しずつではあるが、自信と

日常のリズムが構築されつつある。 

登校して学習活動を行っている場合、生徒の学習活動に対

して適切な評価を行う必要がある。学期末や学年末に評定を

出す際、「評定不能」という評価にならないように日頃から

提出物や課題の提示などの工夫をして評価資料を集める。 

対人関係の確立は難しく、まだ自分を表現できる場面が少ないのが現状である。褒めたり

認めたりする場面を意図的に設定して自信を持たせることや対人関係のスキルを高めるこ

となどを保護者の理解を得ながらすすめていく必要がある。そのために、学校と家庭との連

携をより一層充実させることが必要である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成２５年 ４月       ・児童生徒数 ４４７名  

・校内教育支援センター登録者数  １５名 ・利用者数（常時）５名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 １０名（支援員等 ２名） 

・利用するまでの流れ 
① 入室の前に担任は「生徒のチェックリスト」を作成し、支援室担当者に渡す。 
② 支援室担当者と該当生徒・保護者が面談し、支援室の運営を説明を受ける。入室体験する。 

 ③ 入室対象者は原則として、主任会または校内委員会で検討し、校長が最終決定を行う。 

 ④ 入室許可後、保護者に支援室登校届を提出してもらう。 

 ⑤ 登校目標時刻と下校目標時刻の決定により、正式に入室日が決定される。 

・ICT の活用 有   ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒 有（１名） 

Google Meet を使いオンラインで教室とつなぐ。スクールライフノート、ロイロノート等の活用 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７７ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

・学級で生活しづらい生徒の校内の居場所です。 

・自分の目標で活動し、先生や友達とのかかわりを目標にします。 

・社会的自立（学級復帰を含む）に向けて支援します。 

☆近隣への校外学習 
少人数でのグループ活動を通して、自己存在

感の醸成、社会的自立を育みます。 

☆外部講師（地域）による体験学習 

得意・好きを生かして、相手を意識した社会貢

献を目指します。 

 安心する居場所があることにより、生徒が選択肢をもてるようになった。作業活動・体験

学習を多く取り入れることにより、自己肯定感の高まりがどの生徒も著しい。また、パンフ

レットを作成、配布することで、保護者への理解も進み、多様な利用者が増えた。隣の図書

室に個別学習スペースも開設し、体験、学習、交流などいかなる活動においても生徒が自己

決定し、チャレンジできる環境に整っている。 

利用者の増加・多様化により、持続可能な運営が年々難しくなってきている面がある。 
職員間の連携を密にしていかなくてはならない点があげられる。担当者に依存する運営では

なく、全職員が本教室の性質を理解し学校として、より体系的な運営も今後必要になってく

るであろう。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和３年１０月       ・児童生徒数   ６８０名  

・校内教育支援センター登録者数 １２名 ・利用者数（常時） ３０名（１２名） 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 １６名（支援員等２名） 

・利用するまでの流れ 
  見 学 …担当者の案内で見学・体験（保護者見学も可） 

 一時利用…教室不適応、保健室登校、長欠の際に担当者と担任で協議し利用。 

      １カ月ほど一時利用で様子を見る。 

 正式利用…担当者、担任、保護者、本人で面談。利用願を提出。 

・ICT の活用の有無 有  ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有 （１名） 

 Google Classroom にて所属学級の授業を配信も可（５教科中心） 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７８ 小・中学校 （北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 毎日登校できない生徒に対しては、適切に実態把握を行い、状況を確認した上で、短期

目標を決めて支援センターの利用を促している。登校時に活動記録用紙を記入させ、学級

担任が閲覧することで情報共有を密にし、支援を行っている。校内職員用の共有フォルダ

に生徒の様子を記録し、生徒指導部会の中で毎週の様子を提示し、全教職員で共通理解を

図っている。 

対人関係を苦手とする生徒が

安心して過ごすために、また通

級者全員が周りやお互いを気に

せず学習に集中するために、校

内教育支援センター内をパーテ

ーションで 

仕切り、個 

人の空間を 

確保してい 

る。 

授業や定期テスト・小テストを支援センタ

ーで受けた場合、可能な限り評価し、成績に

反映させている。 

入級者以外でも、教室に入りづらくなった

生徒が、一時利用することができる。 

 校内教育支援センターを設置したことで、生徒に対し、不安が解消するまでの居場所が

あるというアプローチができた。小学校時、ほぼ全欠や放課後登校していた生徒が、日中

に登校できるようになった。欠席が続いていた生徒が、スクールカウンセラーとの面談後、

支援センターを見学して、説明を聞いて入級し、登校できるようになった。支援センター

で授業やテストを受けることにより、評価や成績に反映され、さらに学習意欲が高まった。 

入級について説明したリーフレットがある。 

スクールカウンセラーが面談する相談室の

隣に支援センターを設置し、連携が図れるよう

にしている。 

不登校の理由が多岐にわたり、多様な支援が必要になっている。また、生徒･保護者の困り

感や悩みを聞くなど、相談にも応じることも増えている。それに対応していく教員のスキル

アップや学校全体でのサポート体制の充実、ケース会議の実施が望まれる。必要に応じて、

該当生徒の学習支援・個別指導を教科担当の職員が負担なく行えるとよい。スクールカウン

セラーや外部機関との連携を密にし、生徒の多様な教育機会の確保に努める。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和５年４月       ・児童生徒数 ４６０名  

・校内教育支援センター登録者数 ８名 ・利用者数（常時）２名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 １２名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 
校内教育支援センターについての利用方法やきまりを学級担任同席の上、支援センター担当職

員が本人・保護者に説明。入級を希望する場合、入級届けを提出。その後、校内生徒指導部で支援

センターの入級が適切かどうかを検討し、結果を学級担任から保護者へ伝え、入級し利用する。 

・ICT の活用の有無 有    ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有（１名） 

Teams を活用して所属学級の授業の配信を行っている。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７９ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 生徒個々の現状に合わせて言葉かけをしながら、担任や学年主任と連絡を密にして、教

室復帰等本人の望む学校生活に無理せず近づけるよう支援している。毎週生徒指導部会議

で生徒個々について情報共有し、また、職員会議でも現状報告をして全職員で支援の方針

の共通理解を行っている。 

他の生徒と顔を合わせずに入室できるよ

う昇降口を別にしている。また、カウンセリ

ングルームが側にあり、カウンセラーとの連

携が密に取れる環境である。教室にはパーテ

ィションが多数あり、カーテンで仕切られた

空間もあるので、個々の居場所作りに役立っ

ている。ソファを置い 
てリラックスできる場 
所も提供している。 

教室でメダカを飼い、餌やりや水槽

の掃除などを行っている。予定黒板の

記入やネームカードの張り替えなど

センターでの自分の役割として行っ

ている。清掃時はセンター内の掃除を

担当職員と一緒に行っている。 

 センターを利用することで学校に登校できている生徒は、毎年確実にいる。そして、セン

ターでエネルギーを貯めながら、徐々に集団に参加できるようになっていく生徒も毎年確

実にいる。センターで過ごし進路を決め、高校では集団に入って学校生活を送っている生徒

もいる。センターで過ごしながら、無理せず、少しずつ自分の生活を前向きにしようと頑張

っている生徒の姿が見られる。 

日々の活動記録をファイリングし、

帰る際に担当職員に提出する。週に１

回は担任も目を通し、センターでの学

習の状況を確認できるようにしてい

る。 

入級願を提出していてもセンターの利用が続かず、欠席が続いてしまう生徒に対するセン

ター担当としてのアプローチの仕方が課題である。欠席生徒に対しては、基本学級担任が連

絡を取り、本人や保護者との対応を行っている。センター担当への情報提供はあるが、具体

的なアプローチについては学年や担任が主となっているのが現状である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和 ３年 ４月       ・児童生徒数  ５２０名  

・校内教育支援センター登録者数 ９名 ・利用者数（常時） ６名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数   １３名（支援員等  ０名） 

・利用するまでの流れ 
  保護者 → 担任 → 学年生徒指導・学年主任 → 試行入級１週間 → 生徒指導部会議・主任会で

検討→入級願を提出 

・ICT の活用の有無 有 ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有（２名）センター内１名 

 Teams を活用して所属学級の授業をリモート配信している。 

ミライシードの活用。 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８０ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

・在籍学級に戻るための一手段として、校内教育支援センターを運営する。 

・一人一人の生徒の心身の状態に応じて、学級担任、加配教員、補助教員が多角的に関わるように

する。 

・保健室とカウンセリング室の間に教室を配置することで、養護教諭や SC も積極的に連携し、会

話がしやすいような環境づくりを行う。 

【事例】 
・昨年度、校内教育支援センターで生活していた生徒が、高校進学という目標を定め、校内教育支

援センターに所属しながらも、ほぼ在籍学級で生活することができた。 
【工夫点】 

・校内教育支援センター教室の目の前にある畑で作物を育て、 
その野菜を調理実習で活用し、成果を実感することができた。 
また、校内教育支援センターで授業を受けた場合、可能な限り 
通常の学級と同様に評価し、成績に反映させている。 

・校内教育支援センター教室内の掲示物に季節感を持たせるとともに、 
在籍学級と同じようにすべての学年の便りを掲示している。 

・校内教育支援センターは、様々な困り感を持つ生徒が利用しており、対応もさまざまである。それ

ゆえ、学校生活の居場所が在籍学級の教室だけでは学校生活が難しい生徒たちにとっては、欠くこ

とのできない居場所となっている。この居場所を足掛かりとして、登校意欲を高め、登校日数や在

校時間を増加させることができている。また、学校行事や授業にも参加することができている。 

・一人一人に応じた、プログラムの作成と実行に課題がある。特に、３学年すべての生徒が同時

に登校する場合があり、その時の課題や授業の進め方に課題がある。また、利用者が増加して

おり、利用者数と教室の規模が合わなくなってきている。 
・担当教員が在籍学級の教科担当との連絡を密にし、各教科の進度をしっかりと把握し授業を行

う。また、教室利用を含めて、校内での支援体制を見直していく。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成２４年４月以前     ・児童生徒数 ５１０名  

・校内教育支援センター登録者数 １１名 ・利用者数（常時）８名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数   

不登校加配教員１名 補助教員２名 その他教科担当８名 

・利用するまでの流れ 
 一定期間の体験の期間を経て、生徒・保護者と学級担任、管理職による面談を設定し、校内教育支援 

センター内での学習や生活について合意形成を図る。 

・ICT の活用の有無 有   （エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無 ） 

 校内教育支援センターだけに特化したオンライン授業は実施していないが、学校全体としてオンライ

ン授業を定期的に実施し、その取り組みの中で、自分の在籍学級のオンライン授業やオンライン学活に

参加できるようにすることを促し、在籍学級との交流場面を設定している。また、定期テストの返却にお

いても自動採点システム「百問繚乱」を利用して返却を行っている。 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８１ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 児童一人一人に合った目標に基づいて校内教育支援教室で過ごしている。多くの児童が毎日

登校することを目標としており、欠席が続いた時は、家庭訪問や電話連絡等を行い登校を促し

ている。校内で情報共有を密にし、主に担任と連携して指導に当たっている。また、教育支援

教室のファイルを活用し、毎日の運営記録を残し、管理職と共有している。 

 利用児童の目標やニ

ーズに合わせて活動内

容を工夫した。学級に給

食を取りに行くように

したり、参加できる授業

を探したりして、少しで

も学級と関わることが

できる時間を増やした。

また、主に長欠児童に対

して校内支援教室を積

極的に周知するよう努

めた。 

卓球など軽スポーツができる場所を確保した。利用児童だ

けでなく、利用児童と仲が良い児童も一緒に卓球を楽しみ、コ

ミュニケーションをとる場所とすることができた。 

 今年度、校内教育支援教室の周知を積極的に進めたことで、

教育支援教室の見学や体験につながる児童が増えた。利用児

童も見学・体験児童との関わりの中でコミュニケーションを

とることに自信をもちつつある。また、学級の友達が利用児

童をたずねて校内教育支援教室に来ることも増え、そのまま

学級に復帰しやすくなるケースもあった。 

ドリルを中心とした学

習だけでなく、教室のそば

の畑で花作りを行った。ま

た、屋外で運動をしたり、

季節の製作物を作成した

りするなど作業的・体験的

な学習も取り入れた。 

発達障害等の疑いがあるが、特別支援教育にはつなげられていないケースもある。特別支援

教育コーディネーターとの連携を深める必要がある。また、保護者自身に特別な支援やフォロ

ーが必要なケースが多々あり、保護者とさらに深く関わっていくことが求められているが、時

間も要するため対応が困難である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成２８年４月        ・児童数    ６１１名  

・校内教育支援センター登録者数   ５名 ・利用者数（常時） ４名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数   １名（支援員等 ２名） 

・利用するまでの流れ 
  担任が校内教育支援教室担当教員及び支援員に概略を説明し、何度か見学及び体験を

行う。管理職、校内教育支援教室担当教員、対象児童、保護者で面談を行い、校長の承

認を得て入室とする。 

・ICTの活用の有無  有    ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無  無  

クロムブックを活用し、ドリル等に取り組んでいる。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８２ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 教室に入ることができない、学校に来ることができないという生徒の居場所として活用

してほしい。そして校内教育支援センターでエネルギーを蓄えて教室に戻ることができる

のが理想ではあるが、不登校という課題を通して、生徒の人間的な成長を目指し、生徒の将

来的な進路、さらには社会的自立を目標としている。 

学力の遅れから、学級に入れな

くなっている生徒のために、各曜

日の４校時目は５教科（国社数理

英）の授業を行っている。また、自

分と向き合う時間が必要だと思わ

れる生徒には静かに自習を行うこ

とができる環境が整っている。 

火曜日の３校時目に保健体育の授業を取

り入れ軽い運動で心と体をほぐしている。柔

軟な教育課程として、畑を耕し種や苗を植え

収穫したもので調理実習を行うなど、体験活

動も取り入れながら生活力やコミュニケー

ション能力の向上に努めている。 

 昨年度までは夕方登校し、３０分ほど担当の先生と話をして下校していた生徒が今年３

年生になり、進路を考えて授業を受けたいと思い、他の生徒と同様に朝から放課後まで校内

教育支援センターで学校生活を送ることができた。授業についてはすべての教科ではない

が、校内教育支援センターでリモート授業を受けることができている。 

 

他の生徒と出会いたくない生徒のために、校

内教育支援センターは他の生徒が生活する校

舎とは離れている。場合によっては昇降口も別

にすることができる。 

登校する時間が決まっておらず、また在校時間も当日に決定するため、担任や担当職員

以外の先生との関わりを持つことはタイミングが合わないことが多い。生徒たちは相談事

や抱えている事があっても、自分の気持ちを整理したり、表現したりすることが苦手な生

徒が多いため、話をしてくれるときとそうでないときがある。 

 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和 ４年 ４月       ・児童生徒数  １９０名  

・校内教育支援センター登録者数  １０名 ・利用者数（常時） ２名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  ９名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ  教室・学校に足が向かない生徒に対して、担任や学年主任、家庭からの要望

があった場合に、生徒指導主任、教頭、担任とで検討し、必要があると考えた生徒について校長と相

談する。校長から利用することの許可が出た場合に、学年主任や担任、校内教育支援センター担当職

員と保護者とで面談を行い、学習面や過ごし方について説明し利用する流れになる。 
・ICT の活用の有無     ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 あり（２名） 

 あり 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８３ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

・様々な事情から原籍学級に入ることができない生徒に、学級担任・校内教育支援センター

担当者・スクールカウンセラー等が情報の共有をしながら、協力して支援を行っている。 

・原籍学級と生徒とをつなぐための中間地点としての場であり、その中で基本的な生活習慣

の確立とその支援、人間関係作りを学ぶための支援、継続した学習環境を身につけるため

の支援、自立のための支援を行っている。 

【取組事例】 
・全校の登校時間とは時間をずら

し（登校時間は生徒自身が決め

る）、周囲を気にすることなく校

内教育支援センターに登校する

ことができるようになった。 
・校内教育支援センターで個に応

じた学習を進めていく中で、年度

途中から原籍学級の授業に復帰

することができるようになった。 

【工夫点】 

・原籍学級または校内教育支援センターで

過ごす時間を、本人との面談を通して決定

した。校内教育支援センターで過ごす場合

は原籍学級で 

の授業の様子 

やワークシー 

ト等を共有で 

きるように配 

慮している。 

・原籍学級に入れない生徒にとって学校内での「居場所」「生活空間」を確保すること

で、個人の発達段階に応じた成長を促すことができる。 

・生徒個々の発達段階に寄り添った学習方法・学習形態を採用することができる。 

・原籍学級復帰に向けた充電の場、原籍学級へとつなぐ場となりうる。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成２１年４月       ・児童生徒数  ６３０名  

・校内教育支援センター登録者数 １３名 ・利用者数（常時） ５名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  １４名（支援員等１名） 

・利用するまでの流れ 学年会議・校内教育支援会議で情報を共有した上で審議し、入級が妥当と判

断された後、本人と保護者の意向を確認し、校内教育支援センター担任と面談を行う。約１か月間

の様子を共有した上で、本人と保護者の意向を再度確認し正式な入級を認める。 

・ICT の活用の有無 有 原籍学級の授業をオンラインで配信し、校内教育支援センターで授業が受

けられる。 

・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無（０名） 

支
援
方
針 

・校内教育支援センターの雰囲気や対応に慣れ、居心地の良い場所という認識になって

しまうと現状の改善や向上心の醸成が難しくなるケースがある。 

・原籍学級との情報共有や学習内容の情報交換が少なくなり、校内教育支援センター担

任に頼りすぎるケースがある。教育支援会議で現状や今後の対応について情報を共有

し、多くの職員の目で多角的に現状を把握・分析してタイムリーな助言・対応ができ

るよう、校内教育支援センター運営への参画意識を全職員が高く保てるようにする。 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８４ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

○生徒の実態に応じて、学校での居場所作りや在籍学級復帰へ向けた準備の場とする。 

○オンラインでの学習や５教科、実技教科などの学習、学習の遅れが見られる場合は遡 

った学習などの支援を行う。 

○１日の活動を、自分で決めることにより、自主性を育てる。 

○１日の活動を自分で決める。 
（オンラインの授業を受ける、教室

で授業を受ける、教育支援センター

内で教科の学習に取り組む。など） 
○生徒の活動記録 

（生徒自身で記録する。振り返り、 
感想を入れ、担任や担当職員が目を

通す。） 
○タブレットを用いて職員間の連絡

を共有する。（いつでも見られる） 

○朝から登校する、時間を決めて登校するな

ど様々であるので、オンラインでの出欠の

システムも活用し生徒の 

安全確認を進めている。 

〇入口は昇降口を使わなく 

ても教室に入れる。 

○校内での自分の居場所になり、活用している生徒にとって安心できる場所になっている。

○校内教育支援センターがあることで、休みがちな生徒と学校との関わりが、より一層深く 

もてるようになっている。 

○学校へ登校することをまずは目標にする生徒など、個に応じた対応をとることができる。 

○授業の教材、学習プリント等が校内教育支援

センター通室の生徒にも確実に届くように、

配付ＢＯＸなどを活用している。 

○ケース会議等の持ち方について。（必要に応じて、スピード感をもって行うようにする。） 
○学習支援のあり方について。（オンラインでの学習時にどのようにして必要な学習プリン

トを生徒の手元に届くようにするか、複数の生徒がいた場合の支援の方法について、など） 
 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和２年４月        ・児童生徒数 ４３０名  

・校内教育支援センター登録者数 １７名 ・利用者数（常時）４名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 １２名（支援員等１名） 

・利用するまでの流れ 
○生徒指導部会議等で生徒の状況を確認し、学校からの提案や本人、保護者からの希望を受け、ケ 

ース会議を開き、入室について協議する。事前に体験入室を行うこともできる。保護者、生徒と 

面談をし準備を進める。 

・ICT の活用の有無 有   （エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有 ３名 ） 

 オンラインでの授業参加、ドリルパークの活用 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８５ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 毎日、校内教育支援センターで活動できている生徒については、短期目標を各自で決め、

所属学級での授業に少しずつ参加したり、登校時間を早くしたりすることを促している。

毎日登校することができない生徒については、登校した際に担任と連絡を取り、コミュニ

ケーションを図るよう促している。長期欠席担当者会議を毎週開催し、その中で前週の生

徒の様子を学校全体に共有し、学校全体で支援体制を整えている。 

生徒が各自で決めた「短期目標」をカ

レンダーにして掲示し、達成できた日に

印をつけるという取り組みを行ってい

る。目標については、一か月ごとに見直

しを行い、同じ目標を継続したり、新た

な目標を設定したりし、意識を高めるよ

う取り組んでいる。 

校内教育支援センターに通う生徒の

中には他者の視線が気になる生徒もい

る。そのような生徒のためにもセンター

を１階に設置し、直接外から入室できる

ようにしている。細かな配慮をすること

で登校意欲の向上にもつながっている。 

・短期目標を個々に決めることで、次の目標が明確になり、意欲的に取り組む生徒が増え

た。所属学級での授業に参加する回数も増えてきている。 

・校内教育支援センターに所属する教育相談員も長期欠席担当者会議に参加しており、現状

についての共通理解を図っている。教育相談員の支援により、学校に登校できる生徒もい

る。 

・利用人数が増えてきていることにより、個々に応じた対応が難しいこと。 
・さらに生徒個々のニーズに合った環境を提供する必要があること。 
・校内教育支援センターの利用者が増加し、その人数に合った教室環境を整える必要がある

こと。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成１１年 ４月       ・児童生徒数 ７００名  

・校内教育支援センター登録者数 ２５名 ・利用者数（常時）１０名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 １０名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 
  担任が、校内教育支援センター担当職員に現状について説明し、担任・校内教育支援センター担

当職員・当該生徒・保護者で面談を行う。その後、校長の承認を得て、入室となる。 

・ICT の活用の有無 有   

自習での活用。担任や校内教育支援センター担当職員との連絡手段として活用。 

・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無  無 （０名） 

  案内はしている。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８６ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

  生徒の居場所を保障し、学級復帰を目標にするのではなく、精神的な不安を解消し、社
会的自立を支援することを目的としている。登録した生徒の実態や状況を把握し、毎日活
用している、していないにかかわらず、一人一人の短期目標・長期目標を決め、指導にあ
たっている。生徒指導会議や職員会議で定期的に情報提供を行い、通級している生徒の経
過を把握し、生徒に対する対応策を話し合い、全職員が関わりながら指導している。 

教室環境は、生徒と職員が意見

を出し合い、明るい教室や落ち着

いて活動できる場所になるよう工

夫して作った。中には生徒との接

触が苦手な生徒もいるため、パー

ティションなどで場所を仕切り、

一人になれる空間を作った。壁に

は各学級だより等を掲示し、自分

の学級への帰属意識を高めるよう

にしている。 

自分自身に自信がもてるように、生徒一人 

一人が一日の生活と学習目標や計画を考え、

ホワイトボードに記載し実行することで自

己決定できるように援助する。また、校内教

育支援センターで学習したものは評価し、成

績に反映させる。 

 校内教育支援センターを設置したことにより、教室でなくても安心して学習ができる「居
場所」があることで、登校日数が増えたり、学級に戻ったりできる生徒もいる。支援センタ
ーを通して、本人が担当者や担任との信頼関係を築き、心の安定を得られるようになったこ
とが大きい。また、市の訪問相談員と協力しながら家庭訪問や保護者との面談を実施してお
り、その生徒や保護者との関係を密にしながら市教育支援センターや校内教育支援センタ
ー「クローバー」につなげる一助となっている。 

学校職員全体で対応にあたっているが年々利用者数が増加し、一人一人への対応が困難に

なってきている。支援センター担当職員が数学などの授業を行っているがそれ以外では授業

の確保が難しくなってきた。生徒について、全職員に生徒指導会議や職員会議で情報共有を

行っている。また、担任との情報共有を密に行っているが、事後報告になってしまうことが

ある。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和４年４月        ・児童生徒数  ２４６名  

・校内教育支援センター登録者数 １７名 ・利用者数（常時）７名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数   ９名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 
  担任が学年生徒指導と話し合い、生徒指導部会議・主任会で検討する。担任・学年主任が生徒本

人と保護者へ入級の意思確認・面接をする。最終決定（承認）を学校長が行い、入室とする。 

・ICT の活用の有無 有    ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無  （０名） 

 Teams を活用し、所属学級の配信を行ってる。 

 e-ラーニングを活用し、自分のペースで学習を行っている。 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】成果と今後の課題等 

 

 

 

 

 

 

 

８７ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

【事例１】（２年生） 

・１年生の４月中旬から保健室登校。２年生に進級する節目で校内教育支援センターに登

校するようになる。支援センターの友達と連携して学習を進めていくことが本生徒の自

信になり、２年生１１月より原籍学級の授業にも参加するようになった。 

【コミュニケーション】 

・月ごとのイメージ画作成 

・季節の教室ディスプレイ 

・特別支援教室との連携 

【在籍学級担任との関わり】       

・授業記録ノートを活用して在籍学級担任

とのコミュニケーションを取っている。 

※在籍学級担任のコメントを楽しみにして 

いる生徒が多い。            

・校内教育支援センターを利用している生徒同士がコミュニケーションをとることで、互い 

にエネルギーを充電して前向きに生活できるようになっている。 

・登校したときの自身の状態を自身で判断しながら、活動や学習の内容を選択することで、

他人に任せるのではなく自身で「自己決定」することができてきた。 

【保護者との連携】 

・学期に１回程度保護者と面談し、共通の見

通しをもってサポートできるようにしてい

る。 

・学習意欲のない生徒に学力遅進が見られ、学習に対してなかなか前向きになれない。また

進路決定にも影響あり⇒時間を決めてスモールステップで学習に取り組めるように励ま           

している。 

・生徒がエネルギーを充電し、教室復帰ができそうな生徒の復帰のタイミングが難しい。 

⇒自己決定するまで前向きな言葉かけをしている。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成１４年４月          ・児童生徒数 ４２４名  

・校内教育支援センター登録者数 ９名       ・利用者数（常時）８名 

・校内教育支援センターに係わっている教員数 １４名（支援員等 １名） 

・利用するまでの流れ 

 〇原籍学級に入ることができない生徒、欠席が長期化している生徒に対して、 

①学級担任・学年主任から⇒②管理職に相談・教育相談部会で検討⇒③担任・担当者が本人及び

保護者と面談⇒④入室前に体験⇒⑤本人・保護者と協議⇒⑥正式に利用  

・ICT の活用の有無 有：各教室をライブでつなぎ、リモート授業に参加できるようしている。 

・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有：１名 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８８ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

・毎日、登校できている生徒には、教室とオンラインでつなぎ、できる限り授業に参加できる

ようにする。また、教室に入れる教科については、本人に確認し、できるだけ教室に戻せる

支援をする。 

・１日において、教室または校内支援センターにもいられない生徒には、本人の決定により

挨拶のみの登校を促すなど関係の構築をしていく。 

・欠席日数がかなり減り、学校の職員の数人とは、話ができるようになってきている。 

・生徒によっては、「あいさつ登校」にすることで学校に一時でも登校できるようになって

いる。そして、本人の決定により、学校生活や家庭生活における短期の目標をたてること

ができ、学校にいても、在宅でも、その生徒が元気に過ごすことができつつある。 

・各学級にいられないときに、支援センターがあることで、一時避難の場所になっている。 

・人の気持ちを察するのが苦手な生徒が多いので、現在、グループワークトレーニングを始

めている。この成果が出るのは先だと思うが継続し、人との関わり方をこれからも学んで

いく必要がある。このような支援をたくさんしていきたい。このトレーニングをたくさん

の職員ができるようになっていけることが課題である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成１０年４月        ・児童生徒数 ３６７名  

・校内教育支援センター登録者数  １１名 ・利用者数（常時）８名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  １０名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 
  担任が支援センター担当職員に生徒状況を説明し、保護者・本人・担任が校長面接を実施し、 

必要であるかの判断をし、必要であるとなった場合、入室となる。 

・ICT の活用の有無 有 ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 有（１名） 

 

支
援
方
針 

・１日の支援センター担当の先生名を生徒が 
安心して生活が送れるよう予め知っておく 
ため、生徒たちが黒板に記入する。 
その予定表を生徒が教室内の黒板にマスキ 
ングテープで作成した。 

 
 
・校内で収穫したほうき草で、ほうきの作成中であり、各学級に配布予定である。 
・支援センターにて、個別で授業をする。また、定期テストを実施できるときは、学級で

授業を受けた生徒とできるかぎり同じ評価をする。 
・生徒が 1 日、1 週間の目標を自分で決定できるように支援する。紙に自分でできること

とできないかもしれないことを記入させ、区別しながら生活する。 



 
 
 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 

 

 

【２】校内教育支援センターでの支援における事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【３】成果と今後の課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

８９ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 毎日、支援センターで活動できている生徒もいる。また、教室には入れないが支援センタ

ーでは活動できる生徒に対しては、生徒に寄り添った対応をしている。支援センター担当

教員と他の職員との連携ファイルを作成し、生徒の情報共有を密にして支援を行っている。 

支援センター担当教員を中心として、生徒が安心してセンターで過ごせるよう、全教職員

で支援方針の共通理解を行っている。 

支援センターで活動する中で、

学校生活に関する自信を取り戻

し、教室に入る時間を増やすこと

のできた生徒も多くいる。 

毎時間（週あたり２９時間）ご

とに担当教員がつき、生徒の実態

に応じた個別支援を行っている。

学習面での支援はもちろん、学校

生活全般での悩みも相談できる

ようになっている。 

支援センター内のレイアウトは、個別の学習指

導はもちろん、気軽にコミュニケーションがとれ

るリラックススペースも用意することで、個に応

じた支援ができるように工夫している。 

【リラックススペース】 【学習スペース】 

様々な理由で教室に入れない生徒に対して、保護者や本人に校内教育支援センターの活

動等について周知することが進み、利用者が増えた。また、保護者との連携が取りやすくな

り、生徒支援がスムーズに行えるようになった。校内教育支援センターを設置したことで、 

生徒に対して教室でなくても学習ができる、不安が解消するまでの居場所があるというア

プローチができている。 

 支援センターの利用者が増えることにより、個々に応じた対応が難しい場合が出てきた。 
例えば、利用生徒の中には、特定の職員以外と顔を合わせることに抵抗があったり、一つの

教室に複数の生徒がいることに抵抗があったりする生徒もいる。それらの生徒に対応するた

めのスペースや教員のスキルアップが望まれる。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成３１年４月        ・児童生徒数  ４８６名  

・校内教育支援センター登録者数 １６名 ・利用者数（常時）５名 

・校内教育支援センターに係わっている教員数 １１名（支援員等は０名） 

・利用するまでの流れ 

  担任が学年主任に相談後、学年主任・担任から管理職、教務主任、生徒指導主事、校内支援セン

ター担当教員に生徒の状況や保護者の考えを説明する。その後、保護者・本人に利用の意思を確認し 

校長の承認を得て入室となる。 

・ICT の活用の有無     ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無  （ ０名） 

授業等の配信はなし。支援センター内において、生徒と端末を用いて授業を行うことは実施可。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９０ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 当センター内の日課に合わせて、各教科の教員が学習指導に入る。日課内には毎日１時

間以上学活の時間があり、レクやゲーム、作業などを通してリラックスできる時間を設定

している。町学習支援員が常駐し、利用生徒が安心感を得ることができる。活動内容、登下

校時間を記録するファイルがあり、他の教員との共通理解を図っている。 

制作物を掲 
示するスペー 
スを設けるこ 
とで、生徒の得 

意分野を先生に見てもらい、会話のき

っかけになっている。 
 また、当センターの通信を発行する

ことで、保護者へも当センターの取り

組みや、生徒の頑張りを伝えている。 

学習に向かう気持ちを整えることに困難

を抱える生徒には、プリントを１枚頑張った

ら休憩する等、少しずつ学習の時間を確保で

きるように支援している。 

・居場所を提供することで気持ちを落ち着けることができ、表情が明るくなり、集団生活になじ

めるようになった。 

・当センターを足がかりにし、少しずつ学級へ参加する時間を増やすことで最終的に学級へ戻る

ことができた生徒もいた。 

・通信を発行し、保護者へ活動内容を知らせることで、保護者との連携を取ることができた。 

パーテーションやカーテンで空間を仕切るこ

とができるので、一人になりたい生徒はその中で

落ち着くことができる。 

また、長机をならべて 

設置しているので、ボード 

ゲームやレクなどを複数人 

で楽しむことができる。 

・利用する生徒によって学習への向き合う度合いが違うので、複数人が利用する際は、互いに流

されないように指導するべきであるが、対応する教員の数に限りがあり難しいのが現状である。 
・徐々に学級への復帰を目指したいが、本人の意欲にまだまだ課題があり、クラスメイトと交流

する機会も少ない。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和元年４月       ・児童生徒数    ２６０名  

・校内教育支援センター登録者数  ６名 ・利用者数（常時） ３名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  １３名（支援員等 ２名） 

・利用するまでの流れ 
  担任が当センター担当教員に概略を説明し、担任を通じて保護者に入室申し込み書を渡す。その 

後、生徒指導主事が入室申し込み書の受理をし、入室とする。 

・ICT の活用の有無  有   ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無   無 

 電子黒板はないが、Teams を活用している。 

支
援
方
針 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９１ 小・中学校（北総教育事務所管内） 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 全教職員で利用している生徒の情報等について共通理解を図り、生徒一人一人に対して

きめ細かな支援を行う。また、利用している生徒それぞれの意思を尊重するようにしてい

る。 

・可能な限り、通常の学級と同様な評価が 

できるように、通常の学級で行っている 

授業内容のプリント等を渡して取り組ませ、 

成績に反映させている。 

・バレーボール等、通常の学級で行っている 
保健体育の授業内容など、運動をする機会を 
つくっている。 
・足の怪我等で教室に行くために階段を上る 
ことが困難な生徒に対して、校内教育支援 
センターにて、所属学級の授業をタブレット 
端末にて受けられるようにしている。 

 

 校内教育支援センターを、当該生徒にとって「もう一つの居場所」と位置づけ、利用しや

すい環境や雰囲気をつくることによって、所属学級での人間関係等の悩みで不登校気味で

あった生徒が、校内で居場所を見つけ、担任や担当教員と交流し、徐々に学習に取り組める

ようになってきた。 

校内教育支援センターがあることで、学校全体で当該生徒を見守る環境が整えられた。 

・校内教育支援センターの場所について、現在利用者の増加に伴い、図書室を仮教室として

使用しているため、他学級が使用する場合に当該生徒が移動する必要がある。 
・校内教育支援センター担当者に対して、当該生徒個々の対応の引き継ぎが重要である。セ

ンシティブな個別対応が必須である場合が多いので、担任と主担当者または時間担当者（各

時間で担当者が異なる）間の引き継ぎの仕方が課題である。 

成
果 

課
題 

・設置年月 令和 ３年 ４月         ・児童生徒数  ３２７名 

・校内教育支援センター登録者数  １２名   ・利用者数（常時） ６名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数  １３名（支援員等  ０名） 

・利用するまでの流れ 
 不登校、集団になじめない等により、教室に入りづらくなっている生徒に対して、学級担任から校

内教育支援センター（校内名称：そよかぜ学級）について紹介する。本人に利用の意思がある場合、

学級担任が校内教育支援センター担当職員に、本人の意思や状況等を伝え、利用を始める。 

・ICT の活用の有無  有   ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無  無 

 Teams を活用して所属学級の授業をタブレット端末にて受けられるようにしている。 

支
援
方
針 



 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 
 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 長期欠席傾向の生徒や、集団生活で疲れを感じやすい生徒が安心して過ごし、自分の

ペースで学習に取り組むことができる場としている。自習を基本とし、生徒に負担なく

学べる場を提供している。生徒が自分のペースで学習を進められるよう見守りながら、

必要に応じて声かけや支援を行う。 

 校内教育支援センターの記録簿を通して、利用する生徒の状況について共通理解するこ

とができた。担当者だけでなく、学級担任が教室を訪問して生徒とコミュニケーションを

とるなど、学級に入れない生徒にとって学校とつながる重要な場所となっている。 

校内教育支援センターでの生活を経て学校生活に慣れ、学級での活動に参加することが

できるようになる生徒も多くいる。 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

９２ 小・中学校（北総教育事務所管内） 
 

課
題 

・他の生徒の目を気にする利用者が多く、廊下からの視線を

遮る工夫が必要 

・担当者と担任のスムーズな連携 

・設置年月 不明            ・児童生徒数   ７３８ 名  

・校内教育支援センター登録者数 ３０名 ・利用者数（常時） ７名 

・校内教育支援センターに係わっている教員数 １１名（支援員等 ０名） 

・利用するまでの流れ 

 本人及び保護者から、利用の希望を学級担任に伝える。学級担任は学年主任と情報を共有し、校

内教育支援センターに相談する。どのような対応（利用の仕方）をするか確認の上、管理職（長欠

対策部会）に報告する。実際に何度か体験をして、正式に利用を開始する。 

・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無   （利用有りの生徒１名） 

  

成
果 

支
援
方
針 

学習内容の進捗状況を確認しながら、必要に

応じて個別の学習を支援し、生徒が「できる」

という成功体験を積むことができる機会として

いる。 

多くの利用者に対応す 

るため、個別の学習机を 

多めに設置している。 

生徒が抱える悩みや不安を丁

寧に聞き取り、気持ちに寄り添

った対応を心がけ、必要に応じ

て生徒指導部会等で情報共有を

する。また、養護教諭やスクー

ルカウンセラーが教室を訪問す

ることもあり、連携して生徒の

不安解消に取り組んでいる。 



 

 

 

【１】校内教育支援センターの運営状況について（令和６年度） 

 

                     

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【２】校内教育支援センターでの支援における事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３】成果と今後の課題等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９３ 小・中学校（北総教育事務所管内） 
 

取
組
事
例
・
工
夫
点 

 教室での集団授業等への参加

が難しい生徒に対して、学習面や

心理面での支援を行い、所属学級

での生活に近づけていく。 

タブレット型端末で、所属学級で

の授業をリアルタイムで配信し、校

内教育支援センターで視聴するこ

とにより、学習面について他の生徒

との差が大きくならないように取

り組んでいる。 

また、給食の時間や帰りの会な

ど、所属学級に入れる時間はできる

だけそちらに参加させ、所属学級で

の活動時間を徐々に増やしている。 

海外からの編入生について、日本語での授

業を受けるのが難しいため、校内教育支援セ

ンターで日本語の学習を行っている。また、

翻訳ソフト等を用いながら、教科の学習も少

しずつ進めている。 

 ほぼ全欠であった生徒が、校内教育支援センターを利用するようになってほとんど毎日

登校するようになり、今ではいくつかの教科と帰りの会で所属学級の生徒と一緒に活動す

ることができるようになった。本人のペースを考えながら、徐々に所属学級での活動を増や

してきた成果と考える。また、登校渋りがあったが、校内教育支援センターでの自習等をス

テップとして教室への復帰を果たした生徒もいる。 

特定の教科の授業の時間に保健室に来てい

た生徒が、授業についていけていない事が理由

とわかったため、当該教科の時間に校内教育支

援センターで、基礎的な内容を指導した。 

時間割の１コマに１名の教員を配置している。校内教育支援センターで活動している生徒

が少ないと、それぞれの生徒に対して細やかな対応をすることができるが、生徒の人数が多

いときには、一人ひとりに応じた課題を与えたり、支援をしたりすることが難しい。 

成
果 

課
題 

・設置年月 平成２９年４月       ・児童生徒数 ３４６名  

・校内教育支援センター登録者数 ９名 ・利用者数（常時） ４名 
・校内教育支援センターに係わっている教員数 ２９名（内支援員等３名、授業のコマとして割りあ

てている教員５名） 

・利用するまでの流れ 
 本人の希望を確認後、保護者の同意、管理職の許可を得て利用を開始する。場合により保護者から

の利用希望申請が先になることもある。本人へは教室内の見学等を経て、利用の仕方などを説明す

る。 

・ICTの活用の有無 有  ・エデュオプちばオンライン授業利用生徒の有無 無（０名） 

支
援
方
針 

利用する生徒の実態 

に合わせて、机の位置 

を変えたりついたてを 

使ったりして、生徒の 

居場所を作っている。 


